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アカエゾマツ天然林の研究

(III) 北海道大学天塩地方演習林におけるアカエゾマツー

トドマツ林の林分構造について
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はじめに

アカエゾマツ (Piceaglehnii MASTERS)はマツ科トウヒ属の喬木で，樹高 40m，胸高直径

1m以上にも達する。その水平的分布は舘脇8)によると，北限は南樺太で主として湿原に生じ，

林木としては北緯46度 48分，東経142度 37分を北限界とし，東限は樺捉島で湿原，砂丘，岩

礁地に生ずるが大なる群落はなく，北緯44度 16分，東経147度11分を東限界とし，西限は

1974年12月15日受理

* 琉球大学農学部造林学教室
料北海道大学農学部造林学教室

料* 北海道大学農学部付属演習林

キ Laboratoryof Silviculture， Faculty of Agriculture， University of the Ryukyus. 
林 Laboratoryof Silviculture， Faculty of Agriculture， Hokkaido University. 
料* Teshio Experiment Forest~ Faculty of Agriculture， Hokkaido University. 



34 北海道大学農学部演習林研究報告第32巻第1号

積丹半島南東部盃川， 古宇川上流で北緯43度10分，東経140度30分とし，南限は国縫川で

北緯42度28分，東経140度18分に及ぶとしている。 しかし，その後岩手県早池峯山におい

ても存在が明らかになっている。また垂直的分布は緯度によっても異なるが，海抜4-1650m 

にわたり，広い適応性をもった樹種ということができる。

アカエゾマツ天然林は特殊な環境要因，特に土地的条件の制約を大きく受けることから舘

脇8)は， 1.湿原系， II.蛇紋岩系， III.火山灰磯地系， IV.砂丘系， V.岩礁地系， VI.山火跡地

系の 6系に区分し，群落学的な研究を行なっている。

今，筆者らがアカエゾマツ天然林の研究に携わるに至ったのは，この天然林が特異な存在

であることを改めて認識し，その更新のしくみ，更新一成林一極盛相一更新というサイクルの

諸機構を明らかにしたいと考えたからであり，更にこのサイクルの中で，アカエゾマツ林を生

産構造の面からもとらえようとしたからである。以上のような考えから筆者らは蛇紋岩地系ア

カエゾマツ天然林が大面積にわたって存在する北海道大学天塩地方演習林を対象に，一連の調

査研究を行なってきた。今回はこの森林の林分構造について報告する。

本調査は 1971年7，8月及び1973年8月に行なわれたものであり，筆者らとともにアカエ

ゾマツ林研究の一部を担当された中尾考

一修士，本報告に種々の御指導，助言を

与えられた北海道大学農学部，武藤憲由

教授と， また本調査を行なうにあたり

種々便宜を与えられた北海道大学天塩地

方演習林長滝川貞夫助教授はじめ職員各

位，ならび、に資料整理にあたって御協力

をいただし、た琉球大学農学部の金城夏子

嬢に心から感謝する次第である。

調査地の概要

天塩地方演習林は天塩郡幌延町字問

寒別に所在し，北緯45度，東経142度に

位置しており，天塩川に向って南にひら

いた馬蹄型をなし，総面積は22，446ha 

である。

地質と森林の様相は演習林の中央を

流れる問寒別川を境にして異なる。東側

は神居古津帯の白亜紀層と蛇紋岩から

なっており，アカエゾマツ純林や蛇紋岩

。

第1図天塩地方演習林位置図

Fig. 1. Situation of Teshio Experment 

Forest of Hokkaido University. 

10剛



アカエゾマツ天然林の研究 (中須賀・春木・松田) 35 

地特有の植物群落がみられる。西側は新第3紀各層からなり，比較的緩慢な丘陵地で針広混交

林となっている。林況は北部と東側ではアカエゾマツ， トドマツ，エゾマツなどの針葉樹が優

占し，西側では針葉樹ではトドマツが多く，次いでエゾマツ，アカエゾマツと続き，ミズナラ，

ハリギリ，シナノキ，カンパ類などの広葉樹をまじえる針広混交林となっている。 トドマツは

大・中径木が多く，アカエゾマツは特に搭鉢山や八ツ目の沢付近に集中的に分布している。広

葉樹ではミズナラ，ハルニレは大・中径木が多く，カンパ類，ハリギリ，シナノキ，イタヤ類，

ハンノキ等は中・小径木が多くみられる。林床はチシマザサ，クマイザサが優占する箇所が大

部分で，更新及び作業上から大きな障害となっている。

天塩地方演習林の気候を同演習林気象観測所における最近5ヵ年 (1966-1970年)の観測

資料でみると， 年平均気温は50C，年間降水量は 1135.5mm，平均風速は3.2m/secで南西風

が強い。降雪は 10-5月にみられ， 1-3月の平均積雪深は約 130cmである。

調査地選定に際しては同演習林の航空写真 (1969年撮影)を判読し， アカエゾマツ原生林

のうち奥地38林班にある最もウッ閉した場所を選び， 現地踏査後 3ヵ所の調査地(調査区

I-III)を決定した(第2図)。調査地付近の林相は天塩地方演習林林相図 (1964，1965年作成)12)

第 2図 調査地位置図

Fig. 2. Positions of the experimental plots. 
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でみると，密なる針葉樹林に属し，北方の奥地39林班は中位の混交林となっている。地質は

同演習林地質図では中生代白亜紀上部えぞ層群 (Cr3)が下部を占め，片状蛇紋岩 (Spf1)がそ

の上部を覆っている。

地形はおおむねゆるやかな丘陵地であるが，斜面下部で、急に沢へ落ちこんでいる。調査区

はこの急斜面より上部の緩傾斜面に設定した。

調査方法

調査方法は帯状区法によってなされた。帯状区内の胸高直径 4cm以上の全木について樹

種，位置，樹高，胸高直径，樹冠幅を測定し，林木配置図および樹冠投影図を作図した。林床

植物の調査は帯状区の基線に沿って1.0mX10 mの方形区を区画し，その方形区2個をさらに

-lJ戸、-:.'，~ 
、ψ

第3図 凹帯状区林木配霞・樹冠投影図

Fig. 3. [1] belt-transect in the forest of Picea glehnii. 
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2mX2mの小方形区に区画し，無作為に小方形区を選んで種類，被度について調査した。被

度は5階級に分け， 5=1-3/4， 4=3/4-1/2， 3=1/2-1/4， 2=1/4-1/10， 1=1/10以下-f;-=

微弱とし、う基準によって測定した。林床植物一覧表においてはこの測定結果から，それぞれ総

合優占度 (Coveragevalue=C.V)および頻度 (Frequency=F)の大きい順に配列した。また

別の小方形区内の植物全部を地際より刈り取り，種類，本数，生重量について測定した。小方

形区に区画して抽出調査するという本方法の欠点を補うため，記載もれがないように帯状区内

の種類を調べた。測定結果は林床植物一覧表，林床植物本数・生重量表にまとめた。

調査結果

[1]帯状区 (40x10)m2 アカエゾマツ(トドマツ)ートドマツーチシマザサ基群集

本帯状区は本来(40X 14) m2設定したものであるが他帯状区との比較のため (40X10)m2に

区切った。しかし，林木配置と樹冠投影はもとのまま図示した。本帯状区は天塩地方演習林奥

地事業区38林班，問寒別川本流の沢へ北西流してくる支沢の左岸の緩斜面，高距 100mの地

点に設定した(第2図参照)。本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば第3図となる。第4

図には帯状区内林木の胸高直径一樹高関係を示したが，これにより本帯状区は大きく 3層に区

分される。また本帯状区のこの階層別構成表を示せば第1表となる。

町1
30 

@、。。。

げと
。
e ooo o 
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• 。
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o P. jezoensis 

日 • broad-Ieaved tree 

。
10 ? 20 30 40 50 60 70 80 

Diameter 
cm 

第4図 [1]帯状区胸高直径一樹高関係図

Fig.4. Analysis of stratification by H-DBH relations 
in the [1] belt-transect. 
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第1表 問帯状区階層別織成表

Table 1. Tree composition of each layer in the [1] belt-transect 

Layer 1st layer H>20m 20m2n>d Hla>ye1r 0m 3rd.layer H<lOm Total 

Species 
Densi巾%of 
no.fplotJland area 

Dens叶A% of 
no./plotJland area 

Density|山 of
no.fplotJland area 

Den恥山叩e印m叩吋ns叩刷s幻sit江t巾 % of 
no.fplotJland area 

Picea glehnii 5 0.1848 3 0.0388 4 0.0046 12 0.2282 
アカエゾマツ (50.0) (62.9) (14.3) (21.5) (25.0) (18.7) (25.7) (45.7) 

Abies sachalinensis 3 0.0557 14 0.1108 9 0.0170 26 0.1835 
トドマツ (30.0) (19.0) (66.7) (61.3) (56.3) (69.4) (55.3) (36.8) 

Pエliceaゾjezマoenツsis l 0.0398 3 0.0179 1 0.0007 5 0.0584 
(10.0) (13.6) (14.3) (9.9) (6.2) (2.9) (10.6) (11.7) 

Quercus mongolica 
l 0.0133 1 0.0133 

var. gr，ス'osseserrata (10.0) (4.5) (2.1) (2.7) 
ナラ

Sorbus commixta l 0.0133 1 0.0133 
ナナカマド (4.7) (7.3) (2.1) (2.7) 

sAciコcaadnシopthhアoyplブafo舟iラadz es 2 0.0022 2 0.0022 
(12.5) (9.0) (4.2) (0.4) 

10 0.2936 21 0.1808 16 0.0245 47 0.4989 
Total (1∞.03) ) (loo-.O9) ) (100.0) (1(∞36 •. 02) ) (1∞oj (1∞.0) ((loo-O0) ) ((loo-0O) ) (21. (58 (44.7 (34. (4.9 1∞. 100. 

第 1層は樹高 20m以上でアカエゾマツが優占し， これは本数では 50.0%，胸高断面積比

では 62.6%を占めている。本層は他にトドマツ， エゾマツ， ミズナラも含まれ， 胸高断面積

比が各々 19札 13ふ 4.5%の計 37.1%，本数では合せて 50.0%を占めている。第 1層は本数で

全層の 21.3%，胸高断面積比で全層の 58.9%を占めている。

第2層は樹高 10-20mでトドマツを主とし，これは本数で、 66.7%，胸高断面積比で 61.3%

を占めている。本層は他にアカエゾマツ， エゾマツが本数で 14.3%で， 胸高断面積比は各々

21.5%， 9.9%を占め，ナナカマドが本数で 4.7%，胸高断面積比で、 7.3%を占めている。第 2層

は本数で全層の 44.7%，胸高断面積比で全層の 36.2%を占めている。

第 3層は樹高 10m以下でトドマツを主とし，これは本数で56.3%，胸高断面積比で 69.4%

である。本層は他にアカエゾマツ，エゾマツ，コシアブラが含まれ，本数では各々 25.0，6.2， 

12.5%，胸高断面積比では各々 18.7，2ゑ 9.0%を占めている。第 3層は本数で全層の 34.0%，

胸高断面積比で全層の 4.9%を占めている。

次に樹種別にみると，アカエゾマツは各層にあり，本数では全木の 25.7%，胸高断面積比

では 45.7%を占める。 トドマツも各層にあり，本数では全木の 55.3%，胸高断面積比で 36.8%

を占める。エゾマツも各層にあり，本数では全木の 10.6%，・胸高断面積比で 11.7%を占める。

他は広葉樹で，第 1，2，3層にあり本数は全木の 8.4%，胸高断面積比で5.8%を占めている。

林床植生は，根上りした根株をもっアカエゾマツ大径木のある箇所ではオオカメノキ，コ

ヨウラクツツジ，ハイシキミなどの潅木類が多く，草本類にはゴゼンタチバナ， ミツバオウレ
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第2表 [1]帯状区林床植物本数，生重量

Table 2. Number and fresh-weight of the plants 

in the [I]belt-transect 

1 2 3 4 5 
Mean Mean 悶白n

fresh 
6 Total density area ~~i;ht 

(no./m勺(m2/no.)(g/m2) 

Quadrate No. 

Species 

Acanthopanax sciadophylloides 
コシアブラ

2 3 
550 30 

2 
28 

1 
740 

7 0.2916 3.4285 
608 25.4 

1 0.0416 2准.似ゆO
740 30.9 

1 0.0416 2唱.0αm
2 0.1 

139 5.7917 0.1727 
1380 57.5 

8 0.3333 3.0似ぬ
260 10.9 

Kalopanax pictus 
ハリギリ

Sorbus commixta 
ナナカマド

1 
2 

Skimmia japonica var. intermedia 63 12 45 9 10 
ハイシキミ 600 270 310 1∞1∞ 
Menziesia pentandra 
コヨウヲクツツジ

Vaccinum ovalifolium 
グロウスゴ

Vibrunum furcatum 
オオカメノキ

Ilex rugosa 
ツノレツゲ

8 
260 

Rhus ambigua 
ツタウノレ、ン
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650 220 24∞3030 750 la50 23卯o 995.9 

Total 223 田4 531 243 319 173 幼82104.1∞o 0.0115 
2585 1978 3527 4224 2944 17109 32367 1348.6 

上段:本数 (theupper row: number of the plants) 

下段: 生重量 (thelower row: fresh-weight of the plants) 

ネ: 本数未調査 (not investigated about plants number) 
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コハイシキミ，ヒメゴヨウイチゴが多い。土木のまばらな箇所ではチシマザサが優占し，ン，

オオカメ間帯状区で総合優占度の高いものはササ (3印0)，る、して、じじ生し少をナ
'
一
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第3衰 凹帯状区樹高階別本数表

Table 3. Number of trees in each height grade 
in the [1] belt-transect 
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第4表 山帯状区胸高直径階別本数表

Table 4. Number of trees in each diameter grade 

in the [1] belt-transect 
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キミ (1300)などである。本帯状区の林床植物の種類別平均本数密度 (Meandensity，本/m2)，

平均面積 (Meanarea， m2/本)，平均生重量 (Meanfresh weight， g/m2)表を示せば第2表とな

る。この中で種類別平均本数密度と平均生重量を潅木類，革本類，蔓茎類のうちの主なものと

ササについてみると，濯木類ではハイシキミ 5.8本/m2，57.5 g/m2， オオiカメノキ1.0本/m2，

65.7 g/m2， コヨウラクツツジ 0.3本/m2，10.9 g/m2，草本類ではゴゼンタチバナ 47.8本/m2，

第5表 凹帯状区林床植物一覧表

Table 5. Cover degree and frequency of the plants 
in the [1] belt-transect 

Quadrate No・
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 F C.V 

Species 

Abies sachalinensis トドマツ

Acanththopanax sciadophylloides 
コシアプラ

Sorbus commixta ナナカマド

Kalopanax pcitus ハリギリ

Alnus hirsuta ケヤマハンノキ

Picea glehnii アカエゾマツ

Skimmia japonica var. intermedia 
ハイシキミ

+ 

+ 1 

+ 

十 1 

332  

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ 3 十 + 
Vaccinium ovalifolium tl p ウスゴ 1 ・ + 
Vibrunum furcatum オオカメノキ ・ ・ 4

Ilex rugosa ツノレツゲ ・十・

時 drangeapaniculata ノリウツギ

Rhus trichocarpa ヤマウルシ

+ 1 

十

1 

十+

1 

1 

4 

Rhus ambigua ツタウノレシ 十十+十 2 

+ 

+ 

+ 

1 

十

3 

+ 

+ 

2 

2 
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+ + 60 m 
十+50 DI 

+ 十 50 DI 

+ 20 1 

20 1 
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+ + 20 工

1 1 1 2 90 V 1ωo 

+ . 70 買 430 
十+ 1 70 lV 150 

2 + 3 4 60 DI 2800 

+ + 40 II 50 

十 2 40 II 800 

10 1 

1 十+ +100 V 400 

Schizophγ'agma hydrangeoides 
イワヵーラミ

1 3 十+十 2 1 1 十 90 V 700 

Hydrangea petiolarカ ツノレアジサイ

Cornus canadensis ゴゼンタチバナ

Coptis trifolia ミツバオウレン

Rubus pseudo japonicus 
ヒメゴヨウイチゴ

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ

Lilium cordatum エゾウパユリ

Carex sachalinensis ゴンゲンスゲ

Dryopteris crassirhizoma オシダ

Lycopodium serrulatum var. th開 bergii
ホソバノトウゲシパ

Sasa kurilensis チシマザサ

speCles 

1 +十+40 II 50 

十 3 2 3 + 1 2 1 2 十 100 V 1400 

1 2 3 1 + + + + 80 lV 650 

+ 3 4 2 2 50 DI 1350 

+++30II  

十 10 工

5 + 3 1 2 1 1 1 80 IV 1600 

3 1 2 1 2 1 1 十 80 IV 900 

+ . 10 1 

5 2 3 4 2 + 5 3 80 IV 35∞ 

12 15 10 12 14 16 13 15 14 14 
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19.7 g/m2，ミツバオウレン 11.3本1m2，2.0 g/m2，蔓茎棋ではツタウルシ 2.9本1m2，11.2 g/m2， 

イワガラミ 7.8本1m2，26.8 gJm2などとなっている。また，ササは5.6本1m2，995.9 g/m2で，

これらを含めた林床植物全体では 104.1本1m2，1348.6 g/m2となる。稚樹については本帯状区

内にlOmx7mの調査区を設けて調査を行なった結果，トドマツが230本(当年生-24年生)，

アカエゾマツが3本，合計233本 (3.3本1m2)で、あった。本帯状区の樹高階別本数表，胸高直

径階別本数表，林床植物一覧表を示せば第3表，第4表，第5表となる。

pe 
A
門A
 

A
H
 

A
門

O 

A 

A 

40m 

第5図 [11]帯状区林木配置・樹冠投影図

Fig. 5. [11] belt-transect in the forest of Picea gleh河口.
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[11]帯状区 (40xI0)m2 アカエゾマツートドマツーチシマザサ基群集

本帯状区も凹帯状区と同様， 奥地事業区 38林班にあり， [1]帯状区のある支沢が北西流

して問寒別川本流の沢と出合う付近で，北東にのびる小尾根の沢近く，高距100mの地点に設

定した(第2図参照)。本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば第5図となる。第6図には

帯状区内林木の胸高直径一樹高関係を示したが，これにより本帯状区は大きく 3層に区分され

る。また，本帯状区のこの階層別構成を示せば第6表となる。

円1

30 

• • • • • 
• 20 

o 0 
o 。

0
 ・0

I
P
-
-

nu 

申

Z
O

一ω工

。
。|

• P. glehnii 

o A. scahalinensis 

G P. jezoensis 
o 

o 10 20 30 40 50 60 70 80 
Diameter 

第6図 [II]帯状区胸高直径一樹高関係図

Fig. 6. Analysis of strati五cationby H-DBH relations 
in the [II] belt-transect. 

cm 

第6表 [II]帯状区階層別構成表

Table 6. Tree composition of each layer in the [II] belt-transect 

Layer 1st layer H>20m 2nd Hla>ye1r 0 3rd layer H<10m Total 20m>H>10m 

Species DensitylBA%of DensiれA% of Density!BA%of De刷 Y1BA%of
no.p/lotlland area I no./plotlland area no./plotlland area no./plotlland area 

Picea g，ソleマhnii 6 0.3648 1 0.0039 7 0.3687 
アカエ ツ (1∞.0) (1∞.0) (12.5) (4.9) (41.2) (82.3) 

Abies scahalinensis 6 0.0653 3 O.∞38 9 0.0691 
トドマツ (75.0) (82.0) (1∞.0) (1∞.0) 門 (15.4)
Pエ!ceaゾjez，マ'oenツsis 1 0.0104 10.(021.03) 4 

(12.5) (13.1) (5.9) 

6 0.3648 8 0.0796 3 0.0038 17 0.4482 
Total (1∞.0) (loo-04) ) (1(∞17 .. 08) ) (1∞(0..08) ) ((l1o∞o-.O0) ) jigg (35.3 (81. (47.1 (17.6 
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第7表 [1I]帯状区林床植物本数，生重量

Table 7. Number and fresh-weight of the plants 

in the [1I] belt-transect 

Qurdrate No・，Mell;n Mean 1~:泡hn 
12345Total  density area w(ger/eimgs h2) t 

Species {~~ (~2、/ー2/_~¥ 、I10.パnJ ¥J.u.-j no・) ¥g 
Abies sachalinensis 7 5 1 13 0.6500 1.5385 
トドマツ 120 110 9 339 12.0 

Sorbus commixta 1 1 3 1 6 0.3000 3.3333 
ナナカマド 164 11 16 180 371 18.6 

Skimm叫 japonicavar. intermedia 16 36 14 30 75 171 8.5500 0.1170 
ハイシキミ 104 520 86 146 461 1317 65.9 

Ilex rugosa 36 26 5 37 6 110 5.5000 0.1818 
ツノレツゲ 112 143 14 89 32 390 19.5 

Vibrunum furcatum 3 5 14 5 27 1.3500 0.7407 
オオカメノキ 26 450 1902 37 2415 120.8 

Vaccinium ovalifolium 13 1 13 0.6500 1.5385 
クロウスコ，.. 280 280 14.0 

Menziesia pentandra 3 4 16 3 26 1却∞ 0.7692
コヨウラクツツジ 90 120 710 80 1000 50.0 

Leucothoe grayana var. oblongifolia 26 7 6 39 1.9500 0.5128 
ハナヒリノキ 108 133 108 349 17.5 

Vaccinium smallii 4 9 13 0.6500 1.5385 
オオパスノキ 110 250 360 18.0 

Rhus ambigua 29 8 9 14 60 3.0000 0.3333 
ツタウノレシ 182 119 18 74 393 19.7 

Schizophrangma hydrangeoides 1 2 3 0.15∞ 6.6667 
イワガラミ 134 35 169 8.5 

Cornus canadensis 87 210 33 264 53 647 32.3ωo 0.0309 
ゴゼンタチバナ 23 65 11 73 10 182 9.1 

Coptis trifolia 46 109 13 145 313 15.6日o 0.0639 
ミツノミオウレン 12 11 5 21 49 2.5 

Rubus pseudo japonicus 7 51 17 75 3.7500 0.2667 
ヒメゴヨウイチゴ 18 83 34 135 6.8 

Maianthemum dilatatum 58 58 2.9000 0.3448 
マイヅノレソゥ 14 14 0.7 

Cirsium kal叫tschaticum 1 1 0.0500 24.0000 
エゾアザミ 110 110 55 

Carex sachalinensis * * * 
ゴンゲンスゲ 80 70 150 7.5 

Sasa kurilensis 25 10 47 17 52 151 7.5500 0.1324 
チシマザサ 94o 870497o 123030501106o 553.0 

284 426 145 591 280 1726 86.3000 0.0116 
Total 2125 248573142731 4328 18983 949.2 

上段:本数 (theupper row: number of the plants) 

下段: 生重量 (the lower row: fresh-weight of theplants) 

* : 本数未調査 (not investigated about plants number) 
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~ 

第1層は樹高 20m以上でアカエゾマツのみであり，本数は全層の 35.3%，胸高断面積比

は全層の 81.4%を占めている。

第2層は樹高1O-20mでトドマツを主とし， これは第2層のなかで本数で75.0%，胸高

断面積比で82.0%を占めている。本層は他にアカエゾマツ，エゾマツが本数で各々 12.5%，胸

高断面積比で、各々 4.9%，13.1%を占めている。第2層は本数で全層の 47.1%，胸高断面積比で

17.8%となる。

第3層は樹高 10m以下でトドマツのみであり，本数は全層の 17.6%だが，胸高断面積比

では0.8%にすぎない。

樹種別にみるとアカエゾマツは第 1，2層にあり， 本数は全木の 41.2%，胸高断面積比は

82.3%を占める。 トドマツは第2，3層にあり，本数は全木の 52.9%，胸高断面積比は 15.4%を

占める。エゾマツは第2層にあり本数は全木の 5.9%，胸高断面積比は2.3%を占める。

林床植物は本帯状区も同帯状区と同様に， 根上りした根株をもっアカエゾマツ大径木の

ある箇所とササが優勢な箇所とに区別できる。前者では濯木類としてはクロウスゴ， コヨウラ

クツツジ，オオカメノキ，ハナヒリノキが多く，草本類としてはゴゼンタチバナ， ミツバオウ

レン，ヒメゴヨウイチゴが多い。後者ではササが優占し，オオカメノキ，クロウスゴなどの潅

木類とゴゼンタチパナなどの草本類を生じている。[I1]帯状区で総合優占度の高いものはササ

(3拘0)，クロウスコ (1400)，オオカメノキ (1300)などである。本帯状区の林床植物の種類別平

均本数密度，平均面積，平均生重量表を示せば第7表となる。この中で種類別平均本数密度と

平均生重量を潅木類，草本類，蔓茎類のうちの主なものとササについてみると，濯木類ではハ

イシキミ 8.6本1m2，65.9 g/m2，ツルツゲ 5.5本1m2，19.5 g/m2，オオカメノキ1.4本1m2，120.8 gl 

m2， コヨウラクツツジ1.3本1m2，50.0 g/m2，草本類ではゴゼンタチバナ 32.4本1m2，9.1 g/m2， 

ミツバオウレン 15.7本1m，2.5 g/m2， ヒメゴヨウイチゴ 3.8本1m2，6.8 g/m2， 蔓茎類ではツタ

第8表 [II]帯状区樹高階別本数表

Table 8. Number of trees in each height grade 

in the [II] belt-transect 
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Picea glehnii (Pg) 
アカエゾマツ

1 1 121  1 1 

Abies sachalinensis (A) 
トトマツ

Picea jezoensis (Pj) 
エゾマツ

1 (1) 1 1 3 1 2 9 (1) 

1 1 

Total 1(1) 1 1 4 1 1 2 1 1 2 1 1 17(1) 

( ): 枯損木本数 ( ): number of dead tree 
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第9表 [I1]帯状区胸高直径階別本数表

Table 9. Number of trees in each dismeter grade 

Breast-heigh6 
diamer (cm) " 

Species 

Picea glehnii (Pg) 
アカエゾマツ

8 

in the [I1] belt-transect 

8 10 14 18 20 22 30 34 38 44 48 58 74 

10 12 16 20 22 24 32 36 40 46 50 60 76 

1 1 112  1 

Abies sachalinensis (A) 
トドマツ

1(1) 2 1 1 1 1 1 1 

Picea jezoensis (Pj) 
エゾマツ

Total 

1 ・

1(1) 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 

( ): 枯損木本数 ( ) : number of dead tree. 

Total 

7 

9(1) 

l 

17(1) 

ウルシ 3.0本/m2，19.7 g/m2，イワガラミ 0.2本/m2，8.5 g/m2などとなっている。また，ササは

7.6本/m2，553.0 g/m2で，これらを含めた林床植物全体では86.3本/m2，949.2 g/m2となる。稚

樹についての調査はおこなわなかった。本帯状区の樹高階別本数表，胸高直径階別本数表，林

床植物一覧表を示せば第8表，第9表，第10表となる。

[111] 帯状区 (50XI0)m2 アカエゾマツー(アカエゾマツ)・トドマツー

チシマザサ基群集

本帯状区も [1]，[11]帯状区と同様，奥地事業区38林班にあり， 問寒別川本流の上流に北

流してくる支沢の左岸の緩斜面，高距 100mの地点に設定した(第2図参照)。この地点は，先

に述べた[1]， [II]帯状区の東南方向にあり，平距で約500m離れた地点で、ある。本帯状区の林

木配置と樹冠投影を図示すれば第7図となる。第8図には帯状区林木の胸高直径一樹高関係を

示したが，これにより本帯状区は大きく 3層に区分される。また本帯状区のこの階層別構成を

示せば第 11表となる。

第1層は樹高20m以上でアカエゾマツのみであり， 本数は全層の IBMる，胸高断面積比

は全層の 76.1%を占めている。

第2層は樹高 10-20mでトドマツ，アカエゾマツ，コシアブラより構成され，本数で各々

36.4， 54.5， 9.1 %，胸高断面積比で各々 49.0，47.0， 4.0%を占めている。第2層は本数で全層の

28.2%，胸高断面積比で19.6%となる。

第3層は樹高 10m以下でトドマツ，コシアブラ，ナナカマド， ケヤマハンノキ， ホオノ

キより構成され，本数で各々 57札 14.3，19.0， 4.8%， 4.8%，胸高断面積比で各々 71.1， 5.5， 8.7， 

10.7， 4.0%を占めている。第3層は本数で全層の 53.8%，胸高断面積比で4.3%となる。

樹種別にみるとアカエゾマツは第1，2層にあり， 本数は全木の 28.2%，胸高断面積比は

85.7%を占める。 トドマツは第2，3層にあり，本数は全木の 46.2%，胸高断面積比は 12.3%を
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第 10表 [II]帯状区林床憤物一覧表

Table 10. Cover degree and frequency of the plants 

in the [II] belt-transect 

Quadrate No. 

Species 

Abies sachalinensis トドマツ

Sorbus commixta ナナカマド

Acanthopanax sciadophylloides 
コシアブラ

Quercus mongolica var. grosseserrata 
ミズナヲ

Skimmia japonica var. intermedia 
ハイシキミ

Ilex rugosa ツノレツゲ

Vib印刷1mfurcatum オオカメノキ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 F. C.V. 

1 + 1 1 

+十++ 

十十+

+・

+十+ 70 IV 150 

+ +・・ 60m 

+ + 50 m 

10工

+ + 1 1 十+ 1 + 1 3 100 V 600 

1 + 1 
+ 2 2 

Vaccinium ovalifolium :;ロウスゴ 1 2 

1 + + + + + + 100 V 150 

2 2 1 32+ ・ 90V 1300 

141 十 3 ・+ 80 IV 1400 

1 + 2 ・ 1 1 ・ 80IV 6∞ Menziesia penta珂dra コヨウラクツツジ 121  

Leucothoe grayana var. oblongifolia 
ハナヒリノキ

Hydrangea paniculata ノリウツギ

Vaccinium smallii オオパスノキ

Rhus ambigua ツタウノレシ

Hydrangea petiolaげ5 ツノレアジサイ

Schizophragma hydrangeoides 
イワカラミ

Corコnuscanadensis コゼンタチバナ

Coptis trifolia ミツバオウレン

Rubus pseudo japonicus 
ヒメコヨウイチゴ

Maianthemum dilatatum 
マイヅノレソウ

Lilium cordatum ウパユリ

Oxalis acetosella コミヤマカタバミ

Anemone debilis ヒメイチゲ

Cirsium kamtschaticum ェゾアザミ

Carex sachalinensis コンゲンスゲ

Drツopteriscrassirhizoma オシダ

Lycopodium serrulatum var. thunbergii 
ホソパノトウゲシバ

Lycopodium obscr?tm forma strictum 
タチマンネンスギ

Sasa kurilensis チシマザサ

Species 

+ + 1 1 ・ 1 ・ 2 60 JII 300 

1 + + 30ll 50 

2 + 1 1 1 ・+ + 

+ + 1 1 

+ +十

1 ・ 101 50 

1 2 90 V 500 

40 II 100 

30 II 

十 111 +++  1 ++looV 200 

+ + 1 1 十+ + + + + 100 V 100 

十 1 l 1 + l 60 JII 200 

十 + + 30 II 

+ 10 1 

十 十 20工

+ + 20工

1 10 1 50 

+ l 1 +十 1 + 70 IV 150 

+ . 10工

+ 10 1 

十 10 1 

4 3 3 2 5 4 1 4 2 90 V 3900 

16 14 14 15 12 13 14 19 15 12 

47 
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占める。他は広葉樹で，第2，3層にあり本数は全木の 25.6%だが，胸高断面積比では2.0%を

占めているにすぎない。

林床植物は本帯状区も[1]， [In帯状区と同様に，根上りした根株をむつアカエゾマツ大径

木のある箇所とササが優勢な箇所とに区別できる。前者では濯木類としてはノリウツギ，コヨ

ウラグツツジ，アカミノイヌツゲ，ハイシキミ，ツルツゲ、が多く，草本類としてはゴゼンタチ

A 

M 

40m 

第7図 [III]帯状区林木配置・樹冠投影図

Fig. 7. [III] belt司transectin the forest of Picea glehnii. 
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アカエゾマツ天然林の研究 (中須賀・春木・松田)
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• 
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• I 0 • 
• 0 0 

• • 
• 

• 

• 

• P. glehnii 

o A. scahalinensis 

o broad-Ieaved tr哩e

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
Diameter 

第8図 [III]帯状区胸高直径一樹高関係図

Fig. 8. Analysis of strati五cationby H-DBH relations 

in the [III] belt-transect. 

第11表 [III]帯状区階層別構成表

Table 11. Tree composition of each layer in the [III] belt-transect 

Layer 1st layer H>20m 2mn>d Hla> yer 20 m>H>10 m 3rd layer H < 10 m 

cm 

Total 

49 

Densi 巾 % of IDe恥山e叩m叫ns叩s討一i
Species I no./plotlland area I no';plotlland area I no./plotlland area 

De伽恥M叩e印m叫吋ns悶削s討叫i比t巾 % of 
no./plotlland area 

i l7|04397l4 。刷| 11 0.4951 
アカエゾマツ (100.0) i (100.0) I (36.4 (49.0) (28.2) (85.7) 

Abies sachalinensis ! 6 0.0531 12 0.0180 18 0.0711 

トドマツ 1 | 1|(541 5) (47.0) (57.0) (71.1) (46.2) (12.3) 

0.0045 3 0.0014 4 0.0059 町A?ca?nth?olh?an7dZes(91)  
(4.0) ! (14劫 (5.5) (10.3) (0.4) 

山 S打…一一C印仰ωoωω1f.…，
1l {114 0) 

0.0022 4 0.0022 
ナナカマド (8.7) (10.3) (1.0) 

Alnlls hirslIta 0.0027 1 0.0027 
ケヤマハンノキ (4.8) (10.7) (2.5) (0.4) 

Mag百oliaobovata 1 0.0010 1 0.0010 
ホオノキ (4.8) (4.0) (2.5) (0.2) 

7 0.4397 11 0.1130 21 0.0253 39 0.0578 
Total (loo-OO) ) (100.0) (1∞.0) (loo-.O6) ) (1∞.03) ) ((1l∞oo.-O0) ) (18. (76. (28.2 (19 (53.8 (4. 



50 北海道大学農学部演習林研究報告第 32巻第1号

パナ， ミツバオウレン，ヒメゴヨウイチゴなどがみられる。後者ではササが優占し，オオカメ

ノキハイシキミ，ツルツゲなどの濯木類とゴゼンタチバナ， ミツパオウレン，ホソパノトウゲ‘

シパなどの草本類を少し生じている。 [III]帯状区で総合優占度の高いものはササ (6300)，ハイ

第四表 [III]帯状区樹高階別本数表

Table 12. Number of trees in each height grade 

in the [III] belt-transect 
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第13表 [III]帯状区胸高直径階別本数表

Table 13. Number of trees in each diameter grade 
in the [III] belt-transect 
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シキミ (750)，ツルツゲ (700)，ホソパノトウゲシパ (600)などである。本帯状区の樹高階別本

数表，胸高直径階別本数表，林床植物一覧表を示せば第 12表，第 13表，第 14表となる。な

お，林床植物の種類別平均本数密度，平均面積，平均生重量及び，稚樹についての調査はおこ

なわなかった。

第 14表 [III]帯状区林床植物一覧表

Table 14. Cover degtee and frequency of the plants 

in the [III] belt-transect 

Quadrate No. 
1 2 3 4 5 6 F. C.V. 

Species 
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考 察

北大天塩・中川両地方演習林のアカエゾマツ林については舘脇・森本13L館脇8)の研究があ

る。その後，舘脇・五十嵐12)は「北大天塩・中川地方演習林の森林植生」の中でアカエゾマツ

林にふれ，最も異色の森林であるとしている。更に蛇紋岩地帯のアカエゾマツ林として，天塩

地方演習林ではヤツメの沢，ヌポロマッポロ沢，中峯の平，中川地方演習林ではパンケの沢，

琴平の沢，月見の沢のアカエゾマツ林について報告しているが，中峯の平を除いて全てアカエ

ゾマツーチシマザサ基群集としている。 これは舘脇8)の“蛇紋岩地系のアカエゾマツの多い極

盛相群落はアカエゾマツーササ群となる"という見方からできたものと思われる。筆者らは本

報告で林分構造の解析により，アカエゾマツートドマツーチシマザ、サ基群集を報告したが，本

群集が蛇紋岩地の極盛相といわれるアカエゾマツーチシマザサ基群集への移行相か，極盛相破

壊後の相なのかは現在のところ判断で、きない。しかしながら，蛇紋岩地系アカエゾマツ林に本

群集がみられることは注目すべきことである。石狩川源流の岩礁地のアカエゾマツ林では，ア

カエゾマツー[トドマツ]一醇類基群集，アカエゾマツー[トドマツ]ーゴンゲンスゲ基群集，アカ

エゾマツー[トドマツ]ーシロバナシャクナゲ基群集，アカエゾマツー[トドマツ]ークマイザサ基

群集が報告されているし1)，太田ら5)の中川地方演習林の蛇紋岩地アカエゾマツ林での調査で

も，トドマツは樹齢，樹高でアカエゾマツに次いで中位中層を占めているので，アカエゾマツー

トドマツ林が蛇紋岩地系アカエゾマツ林の一つの型であることはまちがし、ないだろう。

次に，アカエゾマツ林の生立型が，その生育地の特性によって 6系に区分されることは前

述したとおりである。このうち 5系までは立地的区分に対応するものであるが，最後の山火跡

地系は明らかにこれらとは異なるものであり，舘脇自身も山火跡地系アカエゾマツ林は，北見

地方山岳地帯にみられる特殊型であるとしている。筆者らが3)調査した天塩地方演習林河東事

業区35林班のアカエゾマツ更新地は蛇紋岩地の山火跡に一斉に更新したものである。

次に，アカエゾマツ林の更新とその後の成林についてであるが，火山灰堆積，火山泥流，

大小の崩壊地などの裸地出現と山火事，風倒による同齢・一斉的更新即ち非連続的更新と，林

相の破壊を伴わない倒木上，根株上更新即ち連続的更新とが考えられる。本報告の旧帯状区

は倒木上更新， [IIl]帯状区は根株上更新，松田ら4)の報告も根株上更新の例である。何らかの

原因によって大面積に森林が破壊され，その後更新した林は樹齢の幅の小さい林分となると思

われる。松田ら15)の調査では，天塩地方演習林奥地事業区52林班及び53林班のアカエゾマツ

林がこれにあたり， 又前述の河東事業区 35林班の山火跡アカエゾマツ更新地の調査でも根元

直径は 1-20cmの幅で，樹齢は 13-35年の幅であった。このような更新法をとる林は，時間

の経過とともに競争がはじまり，競争に負けた個体は消え，成林すると樹齢，樹高，胸高直径

のほぼそろった林となるのであろう。舘脇ら7)の報告する北見地方木禽岳のアカエゾマツ林は

この例であるが，しかし，このような林はいわゆる共だおれ型であって，自然災害により再び
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大面積の被害を受けやすいと思われる。とすると，アカエゾマツの寿命が500年以上にも達す

ることが筆者らの調査でも判明しているので，少なくともその聞に再度の被害を受ける可能性

は充分あり，前述の非連続的な成立型を繰り返すことが考えられる。また被害が大きくない場

合は，同齢単純林が部分的に破壊され，先駆的広葉樹や他の針葉樹が侵入し，やがてアカエゾ

マツの寿命の長さ，および土壌などとの生理的な関係によって，アカエゾマツ大径木を中心と

した群状構造の不斉林となり根株上，倒木上の更新を主にして，次の大なる破壊まで極盛相を

保つものと思われる。これらのことは特に，林床がチシマザサなどのアカエゾマツ林Iこづいて

述べることができるであろう。

次に，物質現存量 (Biomass)に関して述べると，アカエゾマツ天然林の物質現存量に関す

る調査は少なく，筆者らも調査方法において簡便で精度の高い方法を確立してはいなし、。林床

植物の物質現存量については資料は少ないが，吉村ら附は広葉樹の多い針広混交械でササが乾

重量で約0.4-3.8t/ha，革本・木本が乾重量で約0.1-1.6t/haと報告している。筆者らの本報

告では生重量で示したが， 各種のデータより換算Lて乾重量を求めると， おおよそザサは 4.3

t/ha，濯木・蔓茎類は1.1t/ha，草本類は 0.3t/haとなる。

要約

1. 本報告は， 北海道大学天塩地方演習林の蛇紋岩地帯にある， 奥地事業区38林班のア

カエゾマツ・トドマツ天然林における調査報告である

2. 本調査地のアカエゾマツ・トドマツ林は，林分構造より 4層に区分できる。第1層に

はアカエゾマツ，第2，3層にはトドマツ，第4層にはチシマザサが優占し，アカエゾマツート

ドマツーチシマザ、サ基群集である。

3. 林分構成樹穫は，アカエゾマツ，エゾマツ， トドマツの針葉樹と， ミズナラ，ナナカ

マド，コシアブラ，ケヤマハンノキ，ホオノキの広葉樹からなり，各調査区の胸高断面積比は

0.4482 -0.5779%であった。

4. 林床植物はチシマザサが優占し，ハイシキミ，ツルツゲなどの濯木類とミツバオウレ

ン，コ‘ゼンタチハナ，ヒメゴヨウイチコ‘などの草本類がみられ，物質現存量は乾重量でササが

4.3 t/ha，濯木・蔓茎類が1.1t/ha，草本類が 0.3t/haで、あった。
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Summary 

1. In this report， the authors described the Picea glehnii' Abies sachalinensis forest， 

developed on serpentine rock in Teshio Experiment Forest of Hokkaido University. 

2. Investigated Picea glehnii' Abies sachalinensis forest was stratified four layers， 

1st layer (over 20 m in height) was mostly occupied by Picea glehnii， 2nd and 3rd layer 

(0-20 m in height) were by Abies sachalinensis， and 4th layer (undergrowth) by Sasa 

kurilensis. Therefore， this forest was recognized Picea glehnii・Abiessachalinensis-Sasa 

kurilensis community. 

3. Investigated Picea glehnii' Abies sachalinensis forest was composed of Picea 

glehnii， Abies sachalinensis， Picea jezoensis， Quercus mongolica， Sorbus commixta， Acan-

thopanax sc向dphylloides，Alnus hirsuta and Magnolia ovobata. Percentage of basal 

area of all trees in each experimental plots was 0.4482--0.5779%. 

4.Computing biomass in this forest， shrub and climbing plants were 1.1 tonfha， 

herb was 0念tonfha，Sasa was 4.3 tonfha， in dry weight. 



T. NAKASUGA et al. Plate 1 

Photo 1. アカエゾマ ツー lドマ ツ林(奥地 38林班 III. 1974) 

!'U'I'(l !-{leltnii-Ahies sachauJ/('Jzu対 [orest

Photo 2. 7カエゾマツートト マツ林(奥地 38林班，

[I]帯状区 VII. 28， 1971) 
Pi('('{l g!ehnii-Abies sachalinen5is forest 



Plate [[ T. NAKASUGA et 31 

Photo. 3 7カエ ゾマツート トマツ林(奥地 38林班，

[III]術状区:VIII. 20， 1973) 

Pice.αglehllii-Abies sachalil1ensis forest 

Photo 4. アカエゾマツの恨株付近の林床(奥地38林班，

[Ill]帯状区 VIlI. 20， 1973) 

Picea. glel11lii-Abie:i sacharinensis forest floor 


